
第６号様式（第 24条関係）

プロポーザルによる受託候補者選考結果票

以下の業務について、プロポーザルにより選定した受託候補者と契約締結したので、選考結果を公表い

たします。

1　対象業務

業 務 名 市民活動団体支援業務委託

契 約 期 間 令和７年７月 16 日～令和８年３月 24 日 担当課 市民協働課

契 約 の

相 手 方
特定非営利活動法人あいさぽセンター

契 約

締結日
令和７年７月 16 日

契 約 価 格 ３，９０５，０００円

２　提案等の審査結果

審 査 日 提案書審査 令和７年６月 25 日　 ヒアリング審査 令和７年６月 25 日　

選考委員名

・内山　愛美　 （ふくしま地域活動団体サポートセンター　所長）

・田中　厚　  　（公益社団法人会津青年会議所　理事長）

・猪俣　加菜子（公益財団法人日本非営利組織評価センター）

・伊藤　信昭　 （株式会社日本政策金融公庫会津若松支店　総括課長）

・玉川　栄美　 （会津若松市市民部　副部長）

審 査 方 法

１　審査方法

　選考委員５名全員が出席し、提案者１者からのプレゼンテーション（提案説明）及び

ヒアリング（質疑応答）により提案内容を確認した後、評価基準に基づいて各委員が

個別に採点を行った。

２　受託候補者選定の要因

　選考委員による審査・評価の結果、特定非営利活動法人あいさぽセンターの提案

が、本業務の評価基準を上回る評価点であったため、受託候補者として選定した。　

選 評

　これまでの豊富な経験を活かし、安定的な支援活動を行っており業務遂行におい

て、特段の支障は認められないと考える。

特に、研修会の開催おいては、社会情勢の変化を踏まえた地域の魅力創出や課題

解決につながるテーマ設定がなされており、その点は高く評価できる。

一方で、提案内容に一部慣例化が見受けられるため、実効性の高い支援につながる

よう、内容のさらなる整備・充実を図って頂きたい。

また、情報発信には課題が残る。会津で活動する市民活動団体について市民がより

広く認識できるよう、ＮＰＯの専門性を活かした発信力の強化や広報の工夫を期待し

たい。

３　選考結果

参加者名

評価点

1：実施方

針

2：業務遂

行能力

3：類似業

務の実績

4：企画提

案内容

5：工程計

画

6：見積の

妥当性

最高点採

点者数又

は合計点

特定非営利活動

法人あいさぽセ

ンター

62 38 80 226 36 20 462／600

※　各参加者は受付順に記載しています。評価点は、審査項目ごとの審査委員の合計点です。


